





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































リレーショナル精度 リレーショナル再現 オントロジー精度 オントロジー再現
キリ 0.8 0.25 0.941176471 1
ヤスリ 1 1 0.75 1













（ 1）　神奈川大学 21世紀 COE プログラム人類文化研究のための非文字資料の体系化” http:⊘⊘www.himoji.jp⊘
（ 2）　木下慶子　村上敦志　稲積泰宏　木下宏揚　森住哲也：“Context 間の関連性を表現するメタ Ontology 

只見町インターネット・エコミュージアムの可能性
　―　民俗学研究のための情報発信　―　” 情報処理学会研究報告，じんもんこん研究会，pp. 1︲6，（2006︲1） 
Meta-Ontology that express the content to relation of between
（ 3）　福島県只見町公式ホームページ　http:⊘⊘www.tadami.gr.jp⊘
（ 4）　大阪大学科学研究所第 1研究部門（情報・量子科学系）知識システム研究分野（溝口研究室）
おわりに　―　民具から“mingu”研究へ　―　
　昨年 2010年 12月，日本常民文化研究所を拠点とする国際常民文化研究機構の国際シンポジウム
「“モノ”語り―民具・物質文化からみる人類文化」が開催された．その折，只見町の民具を事例に
佐々木長生氏が「民具名称のなりたち―奥会津只見の事例から―」と題して発表，フランスのフ
ランソワ・シゴー氏は，「人と道具」のセッションで「道具と身体技法」を取り上げ，その中で事前
に只見町民具を実見した印象を踏まえ民具研究の国際的な比較の重要性に言及された．
　シンポジウムでは，民具名称をめぐる学術資料化・国際標準化の可能性，民具と身体の関係性，モ
ノに託され，表された人々の意識・民俗技術，モノの変化に伴う生活の変化について検討されたが，
民具の名称と形態と機能について具体的事例が縦横に論じられ，中国人研究者による物質文化と非物
質文化遺産との関係性の最新の話題の提供，種まきと身体技法の関係性はじめ，同じ櫓や櫂を同じ人
間が状況に応じてどのように使い分けているかといった実践論などが披露された．民具名称の問題
は，認識論まで含む幅広い論議が必要だが，シンポジウムでは具体例，個別論から一般論への方向性
が見えてきた．
　民具の調査・研究の意義については，すでに中国民俗学会公式ホームページ上で周星氏が只見町の
事例を挙げ，紹介している．帰国したシゴー氏は，日本の民具研究のあり方に刺激を受けたことと，
日本の民具を紹介する研究会をフランスやヨーロッパで開催する必要のあることを伝えてきた．民具
は，“mingu”として国際的に有効性を持つ日本発の学問研究として発信できるのである．
　今回は只見町の事例を紹介したが，インターネット・エコミュージアムは日本の民具研究を国際的
なmingu研究として展開する際に大きな役割を果たすことが期待されるのである． （佐野賢治）　
